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⑴暮らしの安全・
安心の確保

④ 健康づくりの推進

③
だれもが安心して暮らせる、
地域で支え合うまちづくり

② 災害に強いまちづくり

① 地域の安全対策・防犯対策 

⑵市民力の更なる発揮と
地域力の向上

⑤ 多文化共生※の地域づくり

③
ボランティア※活動や
市民活動※の活性化

②
生涯学習の地域社会への
還元機会の拡大

① 地域コミュニティ※の活性化

④ 協働※体制の構築

⑶誇りが持てる
小牧らしいまちの魅力や

特色の強化

④ 緑の多い美しいまちづくり

③
「まちの顔」としての
中心市街地の活性化

②
市民力を活かした文化芸術・
スポーツ活動の推進

①
歴史や文化を活かした
まちの特色の強化

⑷明日の小牧を担う
子どもの健やかな育成

③
家庭や地域と一層連携した
学校づくり

② 家庭や地域の教育力の向上

① 子育てを支援する環境づくり

⑸持続可能な
まちづくり

⑤ 健全な市政の発展

③ バランスのとれた産業振興

②
車に過度に依存しない
人にやさしいまちづくり

①
環境に負荷をかけない
資源循環型社会※の構築

④ 既存施設の有効活用

“資源循環型まちづくり”
プロジェクト

“交通環境改善”プロジェクト

“まちを支える活力安定化”
プロジェクト

5 ― 3

5 ― 2

5 ― 1

“子どもを安心して産み育てられる
まちづくり”プロジェクト

“地域みんなで子どもを見守り・
育む”プロジェクト

“地域と連携した学校づくり”
プロジェクト

4 ― 3

4 ― 2

4 ― 1

“まちの資源を市民の誇りにし
よう”プロジェクト

3 ― 1

“みんなで文化芸術・スポーツ
を楽しむ”プロジェクト

3 ― 2

“わがまち美しい小牧づくり”
プロジェクト

3 ― 3

“元気な人づくり・地域づくり”
プロジェクト

2 ― 1

“協働まちづくり”プロジェクト

2 ― 2

“小牧はひとつ地球家族”
プロジェクト

2 ― 3

“高齢者や障がい者をみんなで
支え合う”プロジェクト

1 ― 2

“みんないきいき健康づくり”
プロジェクト

1 ― 3

“自助・共助・公助でつくる安
全なまち”プロジェクト

1 ― 1

　将来都市像「人と緑　かがやく創造のまち」を実現するために、基本構想で整理した主要課

題及び 5 つのまちづくりの目標に対応して位置付けた戦略に基づき、各部門が連携や協力を図

りながら推進していく施策を「戦略計画」とします。

　戦略計画では、市民まちづくり研究会及びこどもまちづくり研究会でまとめられた提案など

を踏まえ、重点的に取り組むプロジェクトを設定します。また、戦略計画及び各プロジェクト

を着実に推進するため、市民意識調査の結果に基づき目標値を設定するとともに、実施方針と

行政の各部門が責任を持って推進する分野別計画における基本施策と基本施策の展開方向を示

します。

主要課題 まちづくりの目標 戦略計画

主要課題 まちづくりの目標 戦略計画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

第 3 章　戦略計画

戦略１ 『安全・安心』創造戦略

戦略 2 『地域力』創造戦略

戦略３ 『誇り・魅力』創造戦略

戦略４ 『子ども』創造戦略

戦略５ 『持続』創造戦略

安全・安心で
だれもがいき
いきと暮らせ
るまち

『安全・安心』

人と人、人と
地域の「絆」
を実感できる
まち

『 地 域 力 』

文化を育み、
誇りの持てる
魅力あるまち

『誇り・魅力』

みんなで子ど
もの健やかな
成長を見守る
まち

『 子 ど も 』

まちの資産を
次代に引き継
ぐ持続可能な
まち

『 持 続 』

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

戦
略
計
画

戦
略
計
画
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「小牧市は犯罪や災害へ
の不安が少ない」と思
う市民の割合

～まちづくり指標～
「小牧市は安全・安心でいきい
きと暮らせるまち」と思う市
民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●地域ぐるみの防犯・防災・交通安全活動

1 地域コミュニティ 1 自治会※活動を支援する 生 活 交 流 課

1 地域コミュニティ 3 地域活動の充実を図る 生 活 交 流 課 ／ 生 涯 学 習 課

4 防災 1 防災意識を高める 総 務 課 ／ 防 災 課

4 防災 3 建築物の耐震化を促進する 建 築 課

5 消防・救急 2 火災予防対策を充実する 予 防 課

5 消防・救急 4 消防団との連携を強化する 消 防 総 務 課

9 防犯・交通安全 1 防犯活動の充実を図る 交 通 防 犯 課

9 防犯・交通安全 3 交通安全意識を高める 交 通 防 犯 課

16 学校教育 1 教育を支える学習環境を整備する 庶 務 課 ／ 学 校 教 育 課

●災害や犯罪に強いまちづくり

4 防災 2 防災体制を充実する 総 務 課 ／ 防 災 課

5 消防・救急 1 消防力を強化する 消 防 総 務 課

5 消防・救急 3 救急・救助体制を強化する 消 防 署

9 防犯・交通安全 2 犯罪を減少させる 交 通 防 犯 課

22 市街地整備 2 土地区画整理事業※を推進する 区 画 整 理 課

22 市街地整備 4 安全・安心な市街地を整備する 道 路 課 ／ 都 市 整 備 課

23 道路 3 橋りょうの計画的な管理を進める 道 路 課

24 水の供給 1 耐震管によるループ化を進める 水 道 課

24 水の供給 2 老朽管の更新を進める 水 道 課

26 河川・水路 1 河川整備を促進する 河 川 課

26 河川・水路 2 雨水貯留施設を整備する 河 川 課

 26 河川・水路 3 水（河川）に対する意識を高める 河 川 課

28 農業 5 農業用施設の整備を進める 農 政 課

戦略 1 『安全・安心』創造戦略

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

ま ち づ く り の 目 標

主要課題⑴
暮らしの安全・

安心の確保

「安全・安心でだれもがいきいきと暮ら
せるまち」をつくる

1 ― 1
“自助・共助・公助でつくる
安全なまち”プロジェクト

　身近な地域で増加する犯罪の防止や大規模災害の発生に備

え、まちの防犯・防災対策や交通安全活動を強化するととも

に、地域での防犯・防災活動を一層促進していくことが必要

です。

1 ― 2
“高齢者や障がい者をみんな
で支え合う”プロジェクト

　高齢者のみの世帯や障がい者が増加しており、地域でのふ

れあいや助け合いを通して、高齢者や障がい者などの自立し

た暮らしをみんなで支え合っていくことが必要です。

1 ― 3
“みんないきいき健康づくり”
プロジェクト

　急増する生活習慣病への対策や介護予防の充実を図るな

ど、市民の健康的な生活を確保していくことが必要です。

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

“自助・共助・公助でつくる安全なまち”
プロジェクト

　犯罪や災害、事故などの不安がなく、だれもが安全に暮らせるまちづ

くりを目指し、自助・共助・公助の考え方に基づき、家庭や地域、行政

のそれぞれの段階での取組みを進めます。

1 ― 1
プロジェクト

平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

56.5％ 60％ 65％

﹃
安
全
・
安
心
﹄
創
造
戦
略

﹃
安
全
・
安
心
﹄
創
造
戦
略

戦
略

１

戦
略

１

38.8％ 46％ 50％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦
略
計
画

課
題
④

健康づくりの推進

課
題
③

だれもが安心して暮ら
せる、地域で支え合う

まちづくり

課
題
②

災害に強いまちづくり

課
題
①

地域の安全対策・
防犯対策 
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「小牧市は心身ともに健
康で暮らせるまち」と
思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●健康意識の向上と疾病予防

7 環境対策 4 環境保全活動を進める 環 境 対 策 課

10 健康づくり 1 体の健康づくりへの取組みを支援する 保 健 セ ン タ ー

10 健康づくり 2 心の健康づくりへの取組みを支援する 保 健 セ ン タ ー

10 健康づくり
3 親子が共に育み合うことができるように

支援する
保 健 セ ン タ ー

11 地域医療 4 疾病の早期発見、早期治療を目指す 保 健 セ ン タ ー ／ 市 民 病 院

●食や運動を通じた健康づくり

10 健康づくり 4 健康づくりのための環境を整備する 保 健 セ ン タ ー

13 高齢者福祉 4 高齢者の健康の保持と増進を図る
長 寿 介 護 課
保 健 セ ン タ ー
保 険 年 金 課

19 スポーツ 2 総合型地域スポーツクラブ※を設置する 体 育 課

19 スポーツ 3 スポーツ活動を充実する 体 育 課

28 農業 4 地産地消※の環境づくりを進める 農 政 課

●健康を支える地域の医療体制

11 地域医療 1 市民病院の充実を図る 市 民 病 院

11 地域医療 2 休日急病診療体制の充実を図る 保 健 セ ン タ ー

11 地域医療 3 医療の機能分担と連携の強化を図る 保 健 セ ン タ ー ／ 市 民 病 院

11 地域医療
5 国民健康保険事業・公費助成医療の適正

な運営を図る
保 険 年 金 課

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

“みんないきいき健康づくり”
プロジェクト

　だれもが心身ともに健康でいきいきと暮らせるまちづくりを目指し、

地域の保健・医療体制の充実や市民一人ひとりの健康づくり活動を進め

ます。

1 ― 3
プロジェクト

﹃
安
全
・
安
心
﹄
創
造
戦
略

戦
略

１

57.3％ 61％ 65％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
安
全
・
安
心
﹄
創
造
戦
略

戦
略

１

戦
略
計
画

「小牧市は高齢者や障が
い者が安心して暮らせ
る」と思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●一人ひとりの思いやりの心の醸成

10 健康づくり 2 心の健康づくりへの取組みを支援する 保 健 セ ン タ ー

14 障がい者（児）福祉 3 障がいのある人への理解を促進する 福 祉 課

15 地域福祉
1 福祉意識を高め、ボランティア※活動を支

援する
福 祉 課

●高齢者や障がい者を支える地域の福祉体制

13 高齢者福祉 1 高齢者の地域活動を支援する 長 寿 介 護 課

13 高齢者福祉 2 高齢者の地域での生活を支援する 長 寿 介 護 課

13 高齢者福祉 3 健全な介護保険制度を運営する 長 寿 介 護 課

13 高齢者福祉 4 高齢者の健康の保持と増進を図る
長 寿 介 護 課
保 健 セ ン タ ー
保 険 年 金 課

14 障がい者（児）福祉 1 障がい者の自立を支援する 福 祉 課

14 障がい者（児）福祉 2 障がい者の地域生活を支援する 福 祉 課

14 障がい者（児）福祉 4 子どもの障がいを早期発見し支援する 保 健 セ ン タ ー

●地域の福祉環境・相談体制

8 公共交通 3 公共交通を利用しやすい環境を整える 交 通 防 犯 課

15 地域福祉 2 地域で支え合いながら暮らせるまちを築く 福 祉 課

15 地域福祉
3 地域を支える組織と連携し、地域福祉活

動を推進する
福 祉 課

15 地域福祉
4 安心して、相談や情報の提供ができる体

制を整備する
福 祉 課

18 男女共同参画 4 男女共同参画推進体制を充実する ま な び 創 造 館

23 道路 2 歩道整備を進める 道 路 課

34 市民サービス 2 相談窓口の連携を強化する 生 活 交 流 課

“高齢者や障がい者をみんなで支え合う”
プロジェクト

　高齢者や障がい者をはじめ、だれもが安心して暮らせるまちづくりを

目指し、地域での見守りや助け合いを基本とした地域福祉の意識づくり

や体制づくり、環境づくりを進めます。

1 ― 2
プロジェクト

38.5％ 44％ 50％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針
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「地域活動（自治会活動
や防犯活動など）やボ
ランティア活動が活発
なまち」と思う市民の
割合

～まちづくり指標～
「小牧市は人と人、人と地域の
「絆」を実感できるまち」と思
う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●人づくり

4 防災 1 防災意識を高める 総 務 課 ／ 防 災 課

10 健康づくり 4 健康づくりのための環境を整備する 保 健 セ ン タ ー

12 子育て支援 4 地域で行う子育てを支援する 子 育 て 支 援 課

13 高齢者福祉 1 高齢者の地域活動を支援する 長 寿 介 護 課

13 高齢者福祉 2 高齢者の地域での生活を支援する 長 寿 介 護 課

15 地域福祉
1 福祉意識を高め、ボランティア活動を支

援する
福 祉 課

15 地域福祉
3 地域を支える組織と連携し、地域福祉活

動を推進する
福 祉 課

16 学校教育 4 調和のとれた人間形成づくりを支援する 学 校 教 育 課

19 スポーツ 4 スポーツ指導者などを養成する 体 育 課

●組織づくり

1 地域コミュニティ 1 自治会活動を支援する 生 活 交 流 課

1 地域コミュニティ 2 コミュニティ組織を支援する 生 活 交 流 課

1 地域コミュニティ 3 地域活動の充実を図る 生 活 交 流 課 ／ 生 涯 学 習 課

5 消防・救急 4 消防団との連携を強化する 消 防 総 務 課

6 ごみ対策 1 3Ｒ※を推進する 廃 棄 物 対 策 課

9 防犯・交通安全 1 防犯活動の充実を図る 交 通 防 犯 課

15 地域福祉 2 地域で支え合いながら暮らせるまちを築く 福 祉 課

17 生涯学習 1「こまなび※｣ を推進する 生 涯 学 習 課

19 スポーツ 2 総合型地域スポーツクラブ※を設置する 体 育 課

27 公園・緑地・緑道
4 市民と協働による公園・緑地・緑道の整

備と管理を進める
都 市 整 備 課

●人材育成の場づくり

17 生涯学習 2 住民の主体的な活動を支援する 生 涯 学 習 課 ／ ま な び 創 造 館

17 生涯学習 4 図書館を充実する 図 書 館

戦略 2 『地域力』創造戦略

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

ま ち づ く り の 目 標

主要課題⑵
市民力の更なる発揮

と地域力の向上

「人と人、人と地域の「絆」を実感でき
るまち」をつくる

2 ― 1
“元気な人づくり・地域づくり”
プロジェクト

　市民生活のさまざまな課題を解決するため、コミュニティ

組織の充実・育成を図るとともに、生涯学習などを通した地

域づくりを担う人材の育成が必要です。

2 ― 2
“協働まちづくり”
プロジェクト

　市民や企業などの力がまちづくりに発揮されるよう、市民

や市民活動団体、企業、大学などと行政の協働によるまちづ

くりを推進していくことが必要です。

2 ― 3
“小牧はひとつ地球家族”
プロジェクト

　外国籍市民の増加に対応し、地域生活を共にする住民が、

国籍や言葉、生活習慣の違いによらず相互に交流し、理解し

尊重し合える地域づくりが必要です。

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

“元気な人づくり・地域づくり”
プロジェクト

　元気で活力ある地域づくりを目指し、「住みよいまちは自分たちでつ

くる」という住民自治の原則に基づき、自治会※を中心とした地域力の

向上や地域づくりの担い手となる人材の育成を進めます。

2 ― 1
プロジェクト

平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

55％ 60％

﹃
地
域
力
﹄
創
造
戦
略

﹃
地
域
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

２

戦
略

２

50.0％ 55％ 60％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦
略
計
画

課
題
⑤

多文化共生※の
地域づくり

課
題
③

ボランティア※活動や
市民活動※の活性化

課
題
②

生涯学習の地域社会へ
の還元機会の拡大

課
題
①

地域コミュニティ※の
活性化

課
題
④

協働※体制の構築

47.8％



54 55

「外国籍市民と地域で共
に暮らしているまち」
と思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●交流の機会づくり

2 交流 1 住民相互のつながりを深める 生 活 交 流 課

2 交流
2 外国籍市民との交流がしやすい環境を整

備する
生 活 交 流 課

2 交流 3 姉妹都市・友好都市などとの交流を進める 秘 書 課

●外国籍市民も暮らしやすい環境づくり

6 ごみ対策 2 教育・啓発活動の充実を図る 廃 棄 物 対 策 課

16 学校教育 1 教育を支える学習環境を整備する 学 校 教 育 課

16 学校教育 2 教育力を向上させる 学 校 教 育 課

17 生涯学習 4 図書館を充実する 図 書 館

29 商工業 4 雇用対策・勤労者福祉を充実する 商 工 課

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

“小牧はひとつ地球家族”プロジェクト

　地域生活を共にする住民が国籍や文化などの違いを越えて、同じ地域

で共に暮らすパートナーとして「地球家族」となれるよう多文化共生※

のまちづくりを進めます。

2 ― 3
プロジェクト

﹃
地
域
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

２

64.2％ 68％ 70％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
地
域
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

２

戦
略
計
画

「市民と行政が一緒に
なってまちづくりに取
り組んでいるまち」と
思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●協働の土台づくり

3 市民協働 1 市民協働によるまちづくり意識を高める 生 活 交 流 課

3 市民協働 2 市民協働の役割分担を明確にする 生 活 交 流 課

3 市民協働
3 市民活動団体・ボランティア※団体の活動

を支援する
生 活 交 流 課

15 地域福祉 2 地域で支え合いながら暮らせるまちを築く 福 祉 課

31 情報の共有化 1 情報公開と情報提供を充実する 総 務 課

31 情報の共有化
2 市政情報の発信と市民の意見を聴く機会

を充実する
企 画 課

31 情報の共有化 3 個人情報の保護を徹底する 情 報 シ ス テ ム 課

31 情報の共有化 4 情報化の整備を図る 情 報 シ ス テ ム 課

●協働の機会づくり

6 ごみ対策 3 地域の環境美化を推進する 廃 棄 物 対 策 課

12 子育て支援 4 地域で行う子育てを支援する 子 育 て 支 援 課

12 子育て支援 5 児童健全育成事業を推進する 子 育 て 支 援 課

13 高齢者福祉 1 高齢者の地域活動を支援する 長 寿 介 護 課

16 学校教育 2 教育力を向上させる 学 校 教 育 課

17 生涯学習 2 住民の主体的な活動を支援する 生 涯 学 習 課 ／ ま な び 創 造 館

18 男女共同参画 1 男女共同参画意識の高揚を図る ま な び 創 造 館

18 男女共同参画 2 あらゆる分野への男女共同参画を促進する ま な び 創 造 館

18 男女共同参画 4 男女共同参画推進体制を充実する ま な び 創 造 館

27 公園・緑地・緑道
4 市民と協働による公園・緑地・緑道の整

備と管理を進める
都 市 整 備 課

●産学官連携の推進

3 市民協働 4 産学官の連携を強化する 企 画 課

“協働※まちづくり”プロジェクト

　協働によるまちづくりの実現を目指し、市民や市民活動団体、企業、

大学などが主体的にまちづくりに参画し活動できる仕組みや機会づくり

を進めます。

2 ― 2
プロジェクト

40.0％ 45％ 50％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針



56 57

「歴史・文化資源を誇り
に思う」市民の割合

～まちづくり指標～
「小牧市は誇りの持てる魅力あ
るまち」と思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●質の高い文化芸術の提供

20 文化・芸術 1 総合的な文化芸術活動を推進する 文 化 振 興 課

20 文化・芸術 2 市の特色を活かした事業を展開する 文 化 振 興 課

20 文化・芸術 4 市民に親しみやすい事業を開催する 文 化 振 興 課

20 文化・芸術 5 文化活動に親しむ機会を充実する 文 化 振 興 課

●史跡・文化財

21 歴史・文化財 1 小牧の歴史・文化財をＰＲする 文 化 振 興 課

21 歴史・文化財 2 文化財などの保護・保存に努める 文 化 振 興 課

21 歴史・文化財 3 民俗文化伝承への支援を行う 文 化 振 興 課

21 歴史・文化財 4 調査・研究活動を充実する 文 化 振 興 課

●まちのシンボル小牧山

21 歴史・文化財 5 小牧山の整備を進める 文 化 振 興 課

30 観光 1 観光資源を活用する 商 工 課

30 観光 2 観光推進体制を強化する 商 工 課

30 観光 3 自然環境を活用する 商 工 課

戦略 3 『誇り・魅力』創造戦略

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

ま ち づ く り の 目 標

主要課題⑶
誇りが持てる小牧
らしいまちの魅力

や特色の強化

「文化を育み、誇りの持てる魅力あるまち」
をつくる

3 ― 1
“まちの資源を市民の誇りに
しよう”プロジェクト

　小牧山※や有形無形の歴史・文化財、美術館や大学、交響

楽団などの地域資源を活用・継承し、まちの特色を強化する

ことが必要です。

3 ― 2
“みんなで文化芸術・スポー
ツを楽しむ”プロジェクト

　市民間の交流を深め、まちの活気が生まれるように市民の

自発的な文化芸術・スポーツ活動を支援するとともに、市民

の力による小牧らしい事業の開催・継続・発展を支援するこ

とが必要です。

3 ― 3
“わがまち美しい小牧づくり”
プロジェクト

　市民がまちに誇りを持てるよう、「まちの顔」である中心

市街地の活性化を進めるとともに、自然や景観、環境美化に

配慮した美しいまちづくりを進めていくことが必要です。

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

“まちの資源を市民の誇りにしよう”
プロジェクト

　本市のシンボル小牧山などの史跡・文化財やさまざまな地域資源を保

全・活用し、市民が誇りを持てるまちづくりを進めます。

3 ― 1
プロジェクト

平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

53.6％ 60％ 65％

﹃
誇
り
・
魅
力
﹄
創
造
戦
略

﹃
誇
り
・
魅
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

３

戦
略

３

75.0％ 75％ 75％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦
略
計
画

課
題
④

緑の多い美しい
まちづくり

課
題
③

「まちの顔」としての
中心市街地の活性化

課
題
②

市民力を活かした文化
芸術・スポーツ活動の

推進

課
題
①

歴史や文化を活かした
まちの特色の強化



58 59

「中心市街地（小牧駅周
辺）に活気があり、清
潔なまち」と思う市民
の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●市街地活性化

8 公共交通 3 公共交通を利用しやすい環境を整える 交 通 防 犯 課

22 市街地整備
1 中心市街地の既存商店街の活性化と高度

利用を図る
商工課／小牧駅前活性化推進室

22 市街地整備 3 鉄道駅周辺を整備する 区画整理課／小牧駅前活性化推進室

22 市街地整備 5 中心市街地の景観を整備する 道 路 課 ／ 都 市 整 備 課
小 牧 駅 前 活 性 化 推 進 室

29 商工業 1 商店街を再生する 商 工 課

●緑あふれる美しいまちづくり

6 ごみ対策 3 地域の環境美化を推進する 廃 棄 物 対 策 課

7 環境対策 4 環境保全活動を進める 環 境 対 策 課

22 市街地整備 2 土地区画整理事業※を推進する 区 画 整 理 課

27 公園・緑地・緑道 1 緑化意識の普及・啓発を進める 都 市 整 備 課

27 公園・緑地・緑道 2 緑の保全や創出を進める 都 市 整 備 課

27 公園・緑地・緑道 3 特色ある公園整備を進める 都 市 整 備 課

27 公園・緑地・緑道
4 市民と協働※による公園・緑地・緑道の整

備と管理を進める
都 市 整 備 課

27 公園・緑地・緑道 5 緑のネットワークを強化する 都 市 整 備 課

28 農業 2 農地の保全に努める 農 政 課

28 農業 3 農業にふれあう場の整備を進める 農 政 課

30 観光 3 自然環境を活用する 商 工 課

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

“わがまち美しい小牧づくり”
プロジェクト

　市民が「わがまち小牧」として誇りに思い自慢できるまちづくりを目

指し、「まちの顔」である中心市街地のにぎわいづくりや景観、環境美

化に配慮した美しいまちづくりを進めます。

3 ― 3
プロジェクト

﹃
誇
り
・
魅
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

３

29.5％ 35％ 50％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
誇
り
・
魅
力
﹄
創
造
戦
略

戦
略

３

戦
略
計
画

「文化・芸術・スポーツ
活動の場や機会が充実
しているまち」と思う
市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●文化芸術・スポーツ推進体制

19 スポーツ 1 市民総スポーツを推進する 体 育 課

20 文化・芸術 1 総合的な文化芸術活動を推進する 文 化 振 興 課

●文化芸術・スポーツ関連施設

17 生涯学習 2 住民の主体的な活動を支援する 生 涯 学 習 課 ／ ま な び 創 造 館

19 スポーツ 5 スポーツ施設を充実する ま な び 創 造 館 ／ 体 育 課

20 文化・芸術 3 文化芸術団体などの連携拠点を整備する 生 涯 学 習 課 ／ 文 化 振 興 課

●文化芸術参加機会

2 交流 1 住民相互のつながりを深める 生 活 交 流 課

20 文化・芸術 2 市の特色を活かした事業を展開する 文 化 振 興 課

20 文化・芸術 4 市民に親しみやすい事業を開催する 文 化 振 興 課

20 文化・芸術 5 文化活動に親しむ機会を充実する 文 化 振 興 課

21 歴史・文化財 3 民俗文化伝承への支援を行う 文 化 振 興 課

●スポーツ活動・観戦機会

19 スポーツ 2 総合型地域スポーツクラブ※を設置する 体 育 課

19 スポーツ 3 スポーツ活動を充実する 体 育 課

19 スポーツ 4 スポーツ指導者などを養成する 体 育 課

“みんなで文化芸術・スポーツを楽しむ”
プロジェクト

　市民一人ひとりが心豊かな暮らしを実現できるよう、日常生活の中で

文化芸術・スポーツ活動に気軽に参加し、楽しむことができるまちづく

りを進めます。

3 ― 2
プロジェクト

60.4％ 62％ 65％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針



60 61

「小牧市は出産や子育て
をサポートする体制や
仕組みが整ったまち」
と思う市民の割合

～まちづくり指標～
「小牧市は子どもが健やかに成
長できるまち」と思う市民の
割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●地域ぐるみの子育て支援

1 地域コミュニティ 3 地域活動の充実を図る 生 活 交 流 課

12 子育て支援 1 次世代育成支援対策行動計画を推進する 子 育 て 支 援 課

12 子育て支援 4 地域で行う子育てを支援する 子 育 て 支 援 課

12 子育て支援 5 児童健全育成事業を推進する 子 育 て 支 援 課

●保育・幼児教育

12 子育て支援 2 多様な保育サービスを提供する 子 育 て 支 援 課

12 子育て支援 3 子育て中の親を支援する 子 育 て 支 援 課 ／ 保 険 年 金 課

●親子・家族支援

10 健康づくり
3 親子が共に育み合うことができるように

支援する
保 健 セ ン タ ー

10 健康づくり 4 健康づくりのための環境を整備する 保 健 セ ン タ ー

12 子育て支援 6 ひとり親家庭への支援をする 子 育 て 支 援 課

14 障がい者（児）福祉 4 子どもの障がいを早期発見し支援する 保 健 セ ン タ ー

18 男女共同参画 1 男女共同参画意識の高揚を図る ま な び 創 造 館

18 男女共同参画 3 育児・介護などによる就労支援を充実する ま な び 創 造 館

戦略 4 『子ども』創造戦略

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

ま ち づ く り の 目 標

主要課題⑷
明日の小牧を担う子
どもの健やかな育成

「みんなで子どもの健やかな成長を見守
るまち」をつくる

4 ― 1
“子どもを安心して産み育てら
れるまちづくり”プロジェクト

　家庭や地域の子育て環境が変化しており、地域・行政・企

業などが協力して、安心して子どもを産み、育てられる環境

づくりをしていくことが必要です。

4 ― 2
“地域みんなで子どもを見守
り・育む”プロジェクト

　子どもの健全な心身や自主性を育むため、道徳や生活習慣

などの基本的な事柄を子どもに身につけさせる家庭や地域の

教育力を高めていくことが必要です。

4 ― 3
“地域と連携した学校づくり”
プロジェクト

　子どもの豊かな人間性を育むため、家庭や地域と学校が協

力・連携を強化し、地域全体でより良い教育環境をつくって

いくことが必要です。

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

“子どもを安心して産み育てられる
まちづくり”プロジェクト

　だれもが子どもを産み、育てやすいと思えるまちづくりを目指し、地

域ぐるみで出産や子育てをサポートする体制や仕組み、環境づくりを進

めます。

4 ― 1
プロジェクト

平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

65.2％ 68％ 70％

﹃
子
ど
も
﹄
創
造
戦
略

﹃
子
ど
も
﹄
創
造
戦
略

戦
略

４

戦
略

４

64.4％ 68％ 70％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦
略
計
画

課
題
③

家庭や地域と一層連携
した学校づくり

課
題
②

家庭や地域の
教育力の向上

課
題
①

子育てを支援する
環境づくり



62 63

「小牧市は地域と連携し
た学校づくりが進んで
いるまち」と思う市民
の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●家庭や地域と一層連携した学校づくり

16 学校教育 1 教育を支える学習環境を整備する 庶 務 課 ／ 学 校 教 育 課

16 学校教育 2 教育力を向上させる 学 校 教 育 課

16 学校教育 3 いじめ・不登校を防止する 学 校 教 育 課

16 学校教育 4 調和のとれた人間形成づくりを支援する 学 校 教 育 課

17 生涯学習 4 図書館を充実する 図 書 館

●教育内容

6 ごみ対策 2 教育・啓発活動の充実を図る 廃 棄 物 対 策 課

9 防犯・交通安全 3 交通安全意識を高める 交 通 防 犯 課

15 地域福祉
1 福祉意識を高め、ボランティア※活動を支

援する
福 祉 課

17 生涯学習 3 健全な青少年を地域で育てる 生 涯 学 習 課 ／ ま な び 創 造 館

19 スポーツ 3 スポーツ活動を充実する 体 育 課

20 文化・芸術 5 文化活動に親しむ機会を充実する 文 化 振 興 課

28 農業 3 農業にふれあう場の整備を進める 農 政 課

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

“地域と連携した学校づくり”
プロジェクト

　子どもたちが心身ともに健全に成長するため、地域力を活かした良質

な教育環境の整備を進めます。

4 ― 3
プロジェクト

﹃
子
ど
も
﹄
創
造
戦
略

戦
略

４

57.1％ 60％ 65％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
子
ど
も
﹄
創
造
戦
略

戦
略

４

戦
略
計
画

「小牧市は地域で子ども
を見守り育てている」
と思う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●家庭・地域の教育力

2 交流 1 住民相互のつながりを深める 生 活 交 流 課

10 健康づくり
3 親子が共に育み合うことができるように

支援する
保 健 セ ン タ ー

12 子育て支援 4 地域で行う子育てを支援する 子 育 て 支 援 課

12 子育て支援 5 児童健全育成事業を推進する 子 育 て 支 援 課

16 学校教育 2 教育力を向上させる 学 校 教 育 課

17 生涯学習 3 健全な青少年を地域で育てる 生 涯 学 習 課 ／ ま な び 創 造 館

●子どもの生きる力の育成

2 交流 3 姉妹都市・友好都市などとの交流を進める 秘 書 課

12 子育て支援 1 次世代育成支援対策行動計画を推進する 子 育 て 支 援 課

19 スポーツ 2 総合型地域スポーツクラブ※を設置する 体 育 課

28 農業 4 地産地消※の環境づくりを進める 農 政 課

“地域みんなで子どもを見守り・育む”
プロジェクト

　将来の本市を担う次世代の健全育成に向けて、家庭や地域の教育力を

高め、地域みんなで子どもを大切に見守り、心身ともに健やかな成長を

支えていくまちづくりを進めます。

4 ― 2
プロジェクト

61.5％ 63％ 65％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針



64 65

「小牧市は環境にやさし
い循環型のまち」と思
う市民の割合～まちづくり指標～

「小牧市は持続可能なまち（次
の世代につながるまち）」と思
う市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●ごみの減量化と資源化

6 ごみ対策 1 3Ｒ※を推進する 廃 棄 物 対 策 課

6 ごみ対策 2 教育・啓発活動の充実を図る 廃 棄 物 対 策 課

6 ごみ対策 4 処理施設を整備する 廃 棄 物 対 策 課

●省資源・省エネルギー

7 環境対策 1 地球温暖化対策を推進する 環 境 対 策 課

7 環境対策 2 市民の環境意識の高揚を図る 環 境 対 策 課

7 環境対策 3 新エネルギーの利活用を進める 環 境 対 策 課

16 学校教育 4 調和のとれた人間形成づくりを支援する 学 校 教 育 課

29 商工業 3 既存商工業の近代化・高度化を推進する 商 工 課

●水の有効利用と水質保全

24 水の供給 1 耐震管によるループ化を進める 水 道 課

24 水の供給 2 老朽管の更新を進める 水 道 課

24 水の供給 3 安全でおいしい水を供給する 水 道 課

24 水の供給 5 節水の啓発活動を進める 料 金 課

25 汚水・排水処理 1 公共下水道を普及促進する 下 水 道 課

25 汚水・排水処理 2 老朽管などの更新を進める 下 水 道 課

25 汚水・排水処理 3 水洗化を促進する 環 境 対 策 課 ／ 下 水 道 課

25 汚水・排水処理 4 市民へ公共下水道事業をＰＲする 下 水 道 課

26 河川・水路 3 水（河川）に対する意識を高める 河 川 課

戦略 5 『持続』創造戦略

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

ま ち づ く り の 目 標

主要課題⑸
持続可能な
まちづくり

「まちの資産を次代に引き継ぐ持続可能
なまち」をつくる

5 ― 1
“資源循環型まちづくり”
プロジェクト

　地球規模で環境問題が深刻化するなか、市民一人ひとりの

環境意識を一層高めていくとともに、資源循環型社会を目指

して環境活動を更に推進していくことが必要です。

5 ― 2
“交通環境改善”
プロジェクト

　高齢者や障がい者が増加するなかでだれもが安全・安心に

外出できるよう、交通手段の確保や人にやさしいまちづくり

を進めていくことが必要です。

5 ― 3
“まちを支える活力安定化”
プロジェクト

　まちの活力の向上に向け、既存産業の振興や新規産業の育

成、先端技術を持つ企業などの企業誘致の推進により地域経

済の活性化を図るとともに、既存施設を有効活用し、費用負

担を抑えていくことなどにより、健全財政の維持が必要です。

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

“資源循環型まちづくり”プロジェクト

　環境に負荷をかけない資源循環型のまちづくりを目指し、ごみの減量

化・資源化やエネルギー・水資源の有効利用を進めます。

5 ― 1
プロジェクト

平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

55.9％ 60％ 65％

﹃
持
続
﹄
創
造
戦
略

﹃
持
続
﹄
創
造
戦
略

戦
略

５

戦
略

５

53.8％ 60％ 65％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

戦
略
計
画

戦
略
計
画

課
題
⑤

健全な市政の発展

課
題
③

バランスのとれた
産業振興

課
題
②

車に過度に依存しない人
にやさしいまちづくり

課
題
①

環境に負荷をかけない
資源循環型社会※の構築

課
題
④

既存施設の有効活用



66 67

「小牧市は活力があり、
市政が健全に運営され
ているまち」と思う市
民の割合

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
持
続
﹄
創
造
戦
略

戦
略

５

45.1％ 50％ 55％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

戦
略
計
画

戦 略 計 画第 ３ 章
基 本 計 画

●
基
本
計
画　

第
３
章
●

﹃
持
続
﹄
創
造
戦
略

戦
略

５

戦
略
計
画

「小牧市は自家用車に頼
らなくても気軽に出か
けられるまち」と思う
市民の割合

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●交通バリアフリー※と生活交通の確保

8 公共交通 1 総合交通計画を策定する 交 通 防 犯 課

8 公共交通 2 公共交通機関を充実させる 交 通 防 犯 課

8 公共交通 3 公共交通を利用しやすい環境を整える 交 通 防 犯 課

8 公共交通 4 公共交通の利用を啓発する 交 通 防 犯 課

22 市街地整備 3 鉄道駅周辺を整備する 区画整理課／小牧駅前活性化推進室

●歩行者・自転車優先のまちづくり

22 市街地整備 4 安全・安心な市街地を整備する 道 路 課 ／ 都 市 整 備 課

27 公園・緑地・緑道 5 緑のネットワークを強化する 都 市 整 備 課

●道路交通環境の維持・改善

23 道路 1 道路整備を進める 道 路 課

23 道路 2 歩道整備を進める 道 路 課

“交通環境改善”プロジェクト

　高齢者などの生活交通の確保や環境配慮の観点から、自家用車に頼ら

なくても安全で快適に暮らせるまちづくりを目指し、公共交通や歩行者

優先のまちづくりを進めます。また、道路混雑の解消や安全走行の確保

を図るために、道路交通環境の維持・改善を進めます。

5 ― 2
プロジェクト

19.7％ 25％ 30％
平成 25 年 平成 30 年

現状値 目標値

実 施 方 針

基本施策 基本施策の展開方向 担当課

●産業振興

28 農業 1 効率的・安定的な農業経営の促進を図る 農 政 課

28 農業 4 地産地消※の環境づくりを進める 農 政 課

28 農業 5 農業用施設の整備を進める 農 政 課

29 商工業 1 商店街を再生する 商 工 課

29 商工業 2 工業用地の整備と企業誘致を推進する 商 工 課 ／ 企 業 立 地 推 進 室

29 商工業 3 既存商工業の近代化・高度化を推進する 商 工 課

29 商工業 4 雇用対策・勤労者福祉を充実する 商 工 課

30 観光 1 観光資源を活用する 商 工 課

30 観光 2 観光推進体制を強化する 商 工 課

●既存施設の適正管理と有効活用

4 防災 3 建築物の耐震化を促進する 建 築 課

22 市街地整備
1 中心市街地の既存商店街の活性化と高度

利用を図る
商工課／小牧駅前活性化推進室

22 市街地整備 4 安全・安心な市街地を整備する 道 路 課 ／ 都 市 整 備 課

23 道路 3 橋りょうの計画的な管理を進める 道 路 課

24 水の供給 1 耐震管によるループ化を進める 水 道 課

24 水の供給 2 老朽管の更新を進める 水 道 課

24 水の供給 4 料金収入を確保する 料 金 課

25 汚水・排水処理 2 老朽管などの更新を進める 下 水 道 課

●効率的な行政運営

31 情報の共有化 4 情報化の整備を図る 情 報 シ ス テ ム 課

32 税・財政 1 財政基盤の強化を図る 財 政 課 ／ 市 民 税 課
資 産 税 課 ／ 収 税 課

32 税・財政 2 財源の効率的な配分を行う 総 務 課 ／ 財 政 課

32 税・財政 3 市有財産の有効活用に努める 財 政 課

33 行政運営
1 計画・実施・評価が連動した進行管理を
　行う

企 画 課

33 行政運営 2 効率的な組織運営を行う 企 画 課

33 行政運営 3 適正な職員配置を推進する 人 事 課

33 行政運営 4 広域連携を進める 企 画 課

33 行政運営 5 効率的で適切な事務運営を行う 企 画 課

34 市民サービス 1 窓口サービスを充実する 情 報 シ ス テ ム 課
総 務 課 ／ 市 民 課

34 市民サービス 3 職員の接遇応対の向上を図る 人 事 課

34 市民サービス 4 市役所新庁舎を建設する 総 務 課

“まちを支える活力安定化”
プロジェクト

　将来にわたって安定した財政力と活力を維持し続けられるまちづくり

を目指し、産業振興により市内経済活動の活性化を促すとともに、既存

施設の有効活用や効率的な行政運営を進めます。

5 ― 3
プロジェクト

実 施 方 針


